
及
び
東
光
寺
領
十
四
蔦
六
百
歩
を
借
地
と
し
た
が
、

天
和
三
年
に
歪
り
加
賀
務
は
筋
謹
・
切
溜
・
永
代
島
・

飽
帰
島
・
深
川
の
諾
邸
合
計
十
嵐
三
百
十
歩
を
上
地

と
し
た
際
、
こ
の
十
四
高
六
百
歩
の
賜
奥
を
得
、
三

周
廿
一
日
以
後
そ
の
全
匿
域
を
平
尾
の
下
屋
敷
と
呼

ん
だ
。
然
る
に
平
尾
邸
の
北
方
境
界
頗
る
明
瞭
を
娘

く
の
で
、
務
は
駒
込
邸
一
一
品
七
千
三
百
億
歩
を
幕
府

に
納
れ
、
之
に
代
へ
て
平
尾
邸
接
績
の
地
を
得
ん
こ

と
を
諦
ひ
、
十
ご
用
品
u
六
日
幕
府
よ
り
岡
面
積
を
得

た
。
是
に
於
い
て
延
費
以
来
三
次
に
賜
は
る
所
、
凡

ペ
て
ご
十
一
一
品
七
千
九
百
三
十
九
歩
と
な
っ
た
。
後

明
和
七
年
十
周
十
四
日
平
尾
邸
災
に
艦
り
、
安
政
元

年
=
一
周
五
日
満
J

川
の
火
災
に
亦
延
焼
し
た
こ
と
が

あ
る
0

・
平
尾
邸
は
務
宋
期
に
至
っ
て
、
亦
往
々
坂
橋

邸
と
呼
ん
で
ゐ
る
。

ヒ
ラ
ヲ
9
チ
ョ
ウ
卒
折
町

J
ダ
イ
ジ
ユ
メ
ヒ

一
フ
ヲ
り
チ
ョ
ウ
大
衆
完
平
折
町
。

ヒ
リ
ュ
ウ
ガ
ン
飛
龍
埠
石
川
郡
吉
野
の
十
景

の
一
つ
で
、
手
取
川
が
碧
認
を
な
し
て
高
周
池
と
都
併

せ
ら
れ
る
所
の
側
に
あ
る
。
文
飛
龍
躍
と
も
番
き
、

そ
の
形
朕
か
ら
名
を
得
る
。

ヒ
ル
カ
ハ
蛭
川

M
M

能
美
郡
板
津
郷
に
臨

す
る
部
務
。

ヒ
ル
カ
ハ
シ
ゲ
チ
カ
蛭
川
霊
親
一
向
一
授
の

首
領
で
、
活
穏
を
新
七
郎
と
い
う
た
。
天
E
四
年
八

用
サ
一
日
附
下
関
刑
部
卿
法
限
宛
の
訴
朕
漣
暑
中
に

そ
の
名
が
見
え
る
。
緩
帯
編
に
璽
親
を
能
奨
郡
蛭
川

の
人
と
し
て
ゐ
る
。

ヒ
レ
マ
ツ
リ
領
巾
祭
期
羽
咋
郡
飯
山
な
る
飯
山

静
批
で
=
一
周
・
十
月
の
十
五
日
に
行
ふ
祭
を
い
ふ
。

維
新
前
に
は
男
女
の
児
章
、
絹
叉
は
木
舗
の
領
巾
を

掛
け
て
、
赤
飯
・
濁
酒
を
跡
前
に
供
す
る
儀
が
あ
っ

て
、
之
を
領
巾
祭
と
縛
し
た
が
、
今
は
濁
酒
を
供
へ
る

包
ラ
ー
ー
包
ロ

能
菅
名
跡
志
に
、
『
此
村
を
鹿
凶
と
い
ふ
は
、
日
野
新

左
衛
門
尉
蹟
閥
と
い
ふ
人
住
み
し
放
の
由
也
。
』
と
あ

る
。
明
治
入
年
十
周
鳥
越
・
西
方
寺
・
臆
闘
を
合
し
て

織
原
と
改
め
稽
し
た
。

ヒ
ロ
グ
9

鹿
薬

務。

の
み
と
な
っ
た
。

ヒ
ロ
飛
櫓
↓
ト
プ
ロ
飛
線
。

ヒ
ロ
鹿
凪
軍
部
川
西
の
内
の
小
字
。

.
ヒ
ロ
イ
へ
廃
家
明
暦
頃
の
加
州
住
一
代
鍛
冶
。

ヒ
ロ
Z

鹿
江
鳳
至
郡
下
町
野
郷
に
臨
す
る
部

務
。
能
管
名
跡
志
に
、
『
此
村
の
田
中
に
堂
あ
り
。
弘

法
大
師
の
御
作
の
弼
勤
菩
薩
也
。
叉
字
寺
地
の
宮
の

地
内
に
、
瞬
殻
の
地
磁
と
て
あ
り
。
虫
喰
歯
を
病
む

者
は
、
共
年
の
敏
穂
臓
の
木
の
箸
を
こ
し
ら
へ
て
備

へ
る
と
、
痛
み
忽
に
治
る
こ
と
鰻
験
あ
ら
た
也
。
町

野
川
上
の
者
は
、
五
六
里
宋
よ
り
右
の
泊
り
祈
念
し

て
減
す
也
。
奇
瑞
あ
り
。
』
と
あ
る
。

ヒ
ロ
ギ
ゴ
Z

庭
木
越
鳳
至
郡
西
時
闘
に
鴎
す

る
海
岸
の
蟻
難
で
、
能
菅
の
親
不
知
と
い
ふ
こ
と
も

あ
る
。
能
登
名
跡
志
に
、
『
時
凶
よ
り
民
浦
村
ハ
珠
洲

郡
)
へ
行
く
に
は
道
三
筋
、
何
れ
も
闘
中
第
一
の
難

所
也
。
本
遣
は
砦
倉
越
と
て
、
此
寺
ハ
岩
倉
寺
〉
の
腰

よ
り
越
ゆ
る
也
。
サ
Z.
町
あ
り
。
一
筋
は
錠
諮
り
越

と
て
、
曾
々
木
の
家
の
後
よ
り
鷲
り
て
、
山
の
宇
腹

を
越
ゆ
る
也
。
山
験
し
〈
、
恰
も
観
の
如
く
、
下
よ

り
吹
上
る
風
に
て
、
蜜
な
ど
著
す
る
こ
と
な
ら
ず
。

依
て
名
と
す
。
こ
の
道
程
十
三
町
計
あ
り
。
叉
一
筋

は
ひ
ろ
ぎ
と
て
、
道
程
六
七
町
趨
あ
り
。
並
び
な
き

大
難
所
也
。
是
も
曾
々
木
御
盤
臓
の
腰
よ
り
、
磁
の

砦
墜
の
宇
腹
を
通
る
也
。
高
山
岨
し
く
界
風
を
立
た

如
く
、
下
は
敏
丈
の
大
海
也
。
云
々
。
此
既
に
て
務

ち
て
死
せ
し
者
多
し
。
然
る
に
近
年
安
永
年
申
よ
り
、

片
器
材
m
珠
洲
郡
〉
の
謀
議
寺
の
隠
居
護
願
し
て
、
石

工
に
云
付
道
を
切
蹟
げ
給
ひ
し
よ
り
、
五
寸
許
に
も

な
り
て
、
往
来
仕
安
く
な
る
に
、
亦
共
後
寛
政
年
中

も
再
石
工
に
云
付
、
莫
大
の
工
科
を
奥
へ
て
切
臆
げ

給
ひ
L
よ
り
往
来
易
く
な
り
し
由
。
』
と
記
す
る
。

ヒ
ロ
タ
-
-
鹿
園
珠
洲
郡
直
郷
に
邸
ず
る
部
務
。

珠
洲
郡
飯

m郷
に
臨
す
る
都

ヒ
ロ
ザ
カ
廃
援
金
棒
の
坂
路
。
そ
の
道
幅
が

賢
か
っ
た
故
の
穏
で
あ
る
。
元
総
・
亭
保
の
頃
は
、

元
作
事
坂
或
は
安
房
殿
坂
と
の
み
見
え
る
。
元
作
事

所
は
粂
六
間
に
あ
っ
た
作
事
前
、
安
房
殿
は
坂
路
の

上
な
る
本
多
安
房
守
邸
を
い
ふ
。
叉
坂
路
よ
り
魚
六

闘
の
地
内
を
泡
行
し
て
、
民
議
坂
へ
出
る
往
来
遣
が

あ
っ
た
が
、
文
政
三
年
竹
稼
御
殿
建
築
に
付
き
、
入

居
十
入
日
よ
り
遡
行
常
止
め
ら
れ
、
夫
よ
り
百
聞
摺

縁
の
道
路
に
衆
腐
の
通
行
を
許
さ
れ
た
。

ヒ
ロ
ジ
底
地
羽
咋
郡
白
木
院
に
屈
す
る
部
落
。

ヒ
ロ
シ
マ
ゴ
ゼ
ン
鹿
島
御
前
加
賀
務
主
第
三

代
前
回
利
常
の
女
諸
制
。
鹿
島
侯
浅
野
光
践
に
嫁
し

て
鹿
島
御
前
と
呼
ば
れ
た
。

ヒ
ロ
セ
鹿
瀬
能
業
務
山
上
郷
に
臨
す
る
部
落
。

永
線
四
年
六
周
十
八
日
足
利
義
輝
の
本
願
寺
に
宛
て

た
御
内
密
に
、
-
『
ご
宮
知
行
分
鹿
瀬
五
ヶ
村
代
官
職
事

云
々
。
』
と
あ
る
。
加
賀
志
徴
に
、
こ
の
鹿
瀬
五
ヶ
村

は
鹿
瀬
・
瀬
木
野
・
同
新
村
・
河
合
・
若
原
で
あ
ら
う
と

い
う
て
ゐ
る
。
貞
利
三
年
の
祇
陀
寺
文
書
に
、
河
内

庄
鹿
瀬
村
内
瀬
切
野
と
あ
る
の
は
、
潤
内
庄
は
主
と

し
て
石
川
郡
で
あ
お
が
、
能
美
郡
に
も
跨
っ
て
、
鹿

瀬
等
が
そ
れ
に
属
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

ヒ
ロ
セ
鹿
瀬
鳳
軍
部
櫛
路
庄
に
邸
ず
る
部
wm
。

ヒ
ロ
セ
ウ
Z

号
ン
・
鹿
瀬
宇
右
衛
門
横
山
長
知

の
家
士
。
大
坂
再
役
に
堀
田
闘
寄
丸
に
て
合
槍
し
、

功
に
よ
っ
て
白
銀
ご
枚
・
時
子
二
を
賜
は
っ
た
。
後

務
臣
と
な
り
、
四
百
石
を
領
し
、
寛
永
六
年
授
。
子

1
l
i
-
-ー

!
1
!
!

l
f
r
i
;
l
 

圃圃

孫
務
に
世
襲
す
る
。

ヒ
ロ
セ
ガ
ハ
鹿
瀬
川
臨
歪
部
栃
木
領
山
か
ら

涜
出
し
、
和
田
と
鹿
瀬
と
の
領
境
で
八
ケ
川
に
務
合

ふ
。
水
源
か
ら
務
合
ま
で
ご
粁
七
。

ヒ
ロ
セ
キ
ヨ
タ
ソ
ウ
鹿
瀬
旭
港
盟
後
日
聞
の

詩
人
。
安
政
六
年
北
陸
に
遊
び
、
七
年
歳
旦
松
任
本

窪
寺
般
競
の
許
に
在
っ
た
が
、
十
三
日
金
揮
に
入
。
、

石
浦
町
の
宿
舎
北
河
屋
に
就
き
、
三
周
囲
日
こ
与
を

渡
し
て
石
川
郡
宮
腰
銭
屋
喜
太
郎
の
家
に
赴
い
た
。

そ
の
聞
の
紀
行
は
旭
誕
の
日
用
磯
察
側
忘
申
に
載
せ

ら
れ
る
。

ヒ
ロ
セ
ゲ
ン
ザ
Z

号
ン
鹿
瀬
源
左
衛
門
大
型

寺
務
士
。
糠
百
五
十
石
。
箆
永
七
年
村
井
主
殿
事
件

の
際
、
土
綴
奉
行
と
し
て
主
殿
の
公
金
私
消
を
助
け

た
。
之
を
以
て
露
顕
と
共
に
安
建
敏
馬
の
宅
に
預
け

ら
れ
、
同
年
ご
且
サ
七
日
打
首
に
蕗
せ
ら
れ
た
。

ヒ
ロ
セ
ザ
ダ
キ
ヨ
鹿
瀬
貞
清
一
向
一
授
の
首

領
で
、
逝
揺
を
伊
賀
守
と
い
ろ
た
。
突

E
周
年
八
周

サ
一
日
附
下
関
刑
部
卿
法
限
宛
の
訴
紋
漣
暑
中
に
貞

治
と
し
た
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
越
賀
雑
記
に
よ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
文
書
に
貞
清
と
あ
る
に
従

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

ヒ
ロ
セ
タ
キ
Z

モ
ン
鹿
瀬
多
喜
右
衛
門
初
め

御
歩
で
前
回
野
鹿
の
御
近
習
に
仕
へ
、
文
化
五
年
組

外
に
列
し
、
新
知
百
石
を
受
け
、
十
四
年
夜
。
子
採

相
裂
い
で
務
に
仕
へ
る
。

ヒ
ロ
セ
タ
ネ
タ
ダ
鹿
瀬
胤
忠
沼
稽
槍
五
郎
・
櫨

太
夫
・
武
太
夫
。
貨
暦
十
年
借
入
武
太
夫
鼠
奥
の
越
知

ご
百
五
十
石
を
襲
ぎ
、
大
小
勝
に
斑
し
、
御
勝
奉
行
・

表
小
将
横
目
か
ら
次
第
に
昇
進
し
、
一
六
明
大
年
百
石
、

次
い
で
叉
百
石
を
加
へ
、
御
小
勝
頭
に
至
り
、
文
化

十
一
年
現
し
た
。

ヒ
ロ
セ
デ
ン
Z
号
ン

七

-
鹿
瀬
健
右
衛
門

実

E
十


